
現
在
の
全
国
平
均
の
時
給
は
８
４

７
円
で
、
目
安
通
り
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
場
合
、
全
国
平
均
は
８
７
４
円

と
な
り
ま
す
。
案
は
、
４
つ
の
ラ
ン

ク
に
分
け
７
月
26
日
に
厚
労
相
に
答

申
。
（
図
参
照
）
安
倍
晋
三
首
相
は
、

２
０
１
５
年
11
月
24
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
、
「
毎
年
３
％
程
度
引

き
上
げ
、
１
千
円
程
度
に
す
る
よ
う

指
示
」
し
て
い
た
が
、
今
回
の
引
き

上
げ
で
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。

労
働
者
側
は
非
正
規
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
向
け
た
最
低
賃
金
の
底
上

げ
、
経
営
者
側
は
中
小
企
業
経
営
へ

の
配
慮
を
主
張
し
て
対
立
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
地
の
地
方
審
議
会
が
目

安
額
を
踏
ま
え
て
都
道
府
県
ご
と
に

最
低
賃
金
を
話
し
合
い
、
10
月
ご
ろ

か
ら
新
た
な
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

全
国
平
均
８
７
４
円
は
年
収
換
算
し

て
も
１
８
０
万
円
程
度
で
す
。
直
近

の
非
正
規
労
働
者
は
２
０
７
９
万
人
、

そ
の
平
均
年
収
は
１
７
２
万
円
に
し

か
な
ら
ず
、
地
域
最
低
賃
金
の
引
上

げ
は
早
急
な
課
題
で
す
。
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
（
働
い
て
も
生
活
が
困
難
で

あ
る
年
収
２
０
０
万
円
に
は
届
か
な

い
）
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

「
８
時
間
働
い
て
生
活
で
き
る
賃

金
を
よ
こ
せ
」
「
今
す
ぐ
１
０
０
０

円
、
生
活
で
き
る
１
５
０
０
円
を
よ

こ
せ
」
と
労
働
者
、
労
働
組
合
は
賃

金
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。
大
手
大

企
業
は
高
額
な
株
主
配
当
と
内
部
留

保
の
一
部
を
、
中
小
・
零
細
下
請
け

企
業
の
単
価
の
引
き
上
げ
に
回
せ
ば
、

決
し
て
「
時
給
１
０
０
０
円
」
は
無

理
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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こんにちは
で

す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2018年８月号

2018年８月

全国最低賃金案の答申が出たものの
これでは「健康で文化的な最低限度の生活」は維持できない！

最
低
賃
金
と
は

最
低
賃
金
法
に
基
づ
く
、
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
賃
金
の
下
限
額
。
都
道

府
県
ご
と
に
時
給
で
示
さ
れ
、
毎
年
度
改

定
さ
れ
る
。
厚
生
労
働
相
の
諮
問
機
関
の

「
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
」
が
引
き
上
げ

の
目
安
額
を
示
し
た
後
、
各
都
道
府
県
の

地
方
審
議
会
が
地
域
経
済
の
動
向
な
ど

を
考
慮
し
て
改
定
額
を
決
め
る
。
現
在
の

全
国
平
均
は
８
４
８
円
。
最
低
賃
金
を
下

回
る
金
額
を
支
払
っ
た
企
業
に
は
罰
則
が

科
さ
れ
る
。

（東京新聞7月26日朝刊）

２
０
１
８
年
度
の
地
域
最
低
賃
金
改
定
に
つ
い
て
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

（
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
）
の
小
委
員
会
が
７
月
24
日
、
東
京
都
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。
全
国
平
均
の
時
給
を
26
円
（
17
年
は
25
円
）
引
き
上
げ
、

８
７
４
円
と
す
る
目
安
を
ま
と
め
ま
し
た
。

株
主
配
当
・内
部
留
保
見
直
せ

年
収
で
１
８
０
万
円
程
度



「
核
抑
止
」
論
か
ら
の
脱
却
を

世
界
に
は
未
だ
１
万
５
０
０
０
発
の
核
弾

頭
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
核

軍
縮
」
は
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
が
、
核
兵
器

の
削
減
は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。

そ
の
元
凶
は
「
核
抑
止
」
論
で
す
。
か
つ

て
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
を
軸
に
し
た
冷
戦
時
代

が
あ
り
、
核
兵
器
や
大
量
殺
戮
兵
器
を
背
景

に
に
ら
み
あ
い
ま
し
た
。
核
兵
器
を
所
有
し

て
い
れ
ば
、
敵
か
ら
の
攻
撃
を
抑
止
で
き
る

と
い
う
論
理
が
世
界
を
跋
扈
（
ば
っ
こ
）
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
論
理
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
核
独
占
５
カ
国
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
核
軍
縮
、
核
兵
器
廃
止
は

の
ぞ
め
ま
せ
ん
。
「
核
抑
止
」
論
の
脱
却
が

急
務
で
す
。

「
核
兵
器
禁
止
」
の
声
高
ま
る

昨
年
の
７
月
７
日
に
国
連
で
は
核
兵
器
禁

止
条
約
が
１
２
２
カ
国
・
地
域
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
は
「
核
保
有

国
と
非
保
有
国
の
溝
を
深
め
る
」
と
の
理
由

で
採
択
に
反
対
し
ま
し
た
。

問
題
は
、
核
保
有
５
カ
国
（
米
、
露
、
中
、

仏
、
英
）
を
特
権
扱
い
し
て
い
る
不
平
等
な

現
状
こ
そ
改
革
す
る
こ
と
で
す
。
５
カ
国
の

核
保
有
を
認
め
ず
、
す
べ
て
の
国
が
非
核
国

に
な
る
こ
と
で
す
。

日
本
は
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
、

フ
ク
シ
マ
の
原
発
被
曝
の
経
験
と
不
戦
・
非

武
装
の
憲
法
が
あ
り
ま
す
。
米
国
に
追
従
せ

ず
、
独
自
の
外
交
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
か
ら
、
そ
の
声
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０１８年８月

日本は核廃絶の先頭に立とう！

お問い合わせ先新社会

73
年
前
、
人
類
史
上
初
の
核
兵
器

に
よ
る
大
量
殺
戮
と
甚
大
な
被
害
を

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
は
体
験
し
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
に

は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
で
、
広

範
囲
の
放
射
線
被
曝
を
受
け
ま
し
た
。

核
兵
器
も
原
発
も
、
人
類
は
も
ち
ろ

ん
地
球
と
相
い
れ
な
い
も
の
で
す
。

日
本
か
ら
世
界
に
「
核
兵
器
廃
止
、

原
発
も
い
ら
な
い
」
と
発
信
を
強
め

ま
し
ょ
う
。

原
水
禁
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
社
会
党

中
央
執
行
委
員
長

岡
﨑
ひ
ろ
み

被
爆
73
周
年
原
水
禁
世
界
大
会
に
あ
た
り
、
新
社
会
党
を
代
表
し
連
帯
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

73
年
前
の
「ヒ
ロ
シ
マ
・ナ
ガ
サ
キ
」
へ
の
原
爆
投
下
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
「
核
と
人
類
は
共
存
出
来
な
い
」
と

の
理
念
は
、
２
０
１
７
年
７
月
７
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
と
し
て
結
実
し
、
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
１
年
３
月
の
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
は
、
全
世
界
に
「
フ
ク
シ
マ
」
を

教
訓
化
さ
せ
、
今
や
原
発
依
存
の
社
会
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
脱
原
発
社
会
へ
と
世
界

は
舵
を
切
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
核
兵
器
も
原
発
も
ま
さ
し
く
地
球
に
生
き
る
人
類
と
自
然
を
破
壊
す
る
元

凶
と
、
世
界
は
声
を
あ
げ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

日
本
は
核
兵
器
禁
止
、
脱
原
発
を
全
世
界
に
発
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
日
本
政
府

は
こ
う
し
た
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
否
定
的
態
度
を
と
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

で
は
依
然
と
し
て
原
発
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
（基
幹
）
電
源
」
と
し
て
い
ま
す
。
経
産
省
は
次
世
代
原
子
炉

開
発
を
官
民
で
推
進
す
る
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
「
ひ
ろ
し
ま
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
８
年
版
」
で
は
、
核
軍
縮
の
分

野
で
日
本
は
非
核
保
有
国
の
中
で
２
０
１
６
年
の
６
位
か
ら
昨
年
は
12
位
と
大
幅
に
後
退
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
改
め
て
世
界
の
核
兵
器
禁
止
の
声
と
連
帯
し
、
日
本
国
内
で
の
反
核
・
平
和
、
脱
原
発
を
は
じ
め

と
し
た
、
様
々
な
課
題
に
対
し
共
に
運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

被
爆
73
周
年
原
水
禁
世
界
大
会
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
ま
す
。

核兵器被爆73年
原発被曝から7年余
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